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1. はじめに

実験動物感染症対策委員会では，総会毎にシンポ
ジウムを企画している。課題は委員会内で討議し，
新しい感染症の情報，動物種に則した感染症情報，
過去アウトブレークの振り返り，など様々な側面か
らトピックを取り上げている。第 71回日本実験動物
学会総会（2024年 5月 30日）では「免疫不全動物
の感染症と微生物学的管理」と題しシンポジウムを
行った。本シンポジウムにおいて，各演者から免疫
不全動物を適切に飼育管理するための有用な情報が
提供されたので，その概要を報告する。
現在，多様な免疫不全動物，特にマウスとラット

が開発され，がん細胞，幹細胞等の移植，感染症研
究などに用いられ，多くの施設で汎用されている。
一方で，免疫能を欠くため易感染性であり，各系統
の特徴，実験内容と期間などを考慮するとともに，
日和見感染などが起こらないように厳密な管理を実
施することは，研究のために利用する立場，現場で
の飼育管理する立場，いずれであっても必要なこと
である。このことから，すべての従事者への情報提
供のため，第 71回総会・シンポジウムの課題として
取り上げた。免疫不全動物（げっ歯類）の総論，感
染事故の事例報告，新しい日和見感染症，微生物モ
ニタリング，適切な飼育管理について，それぞれの
専門家に講演していただいた。

2. 免疫不全動物の歴史・開発・応用
高橋武司（公益財団法人実中研）

免疫不全マウスの総論として，開発の歴史，応用
について実中研での実例を軸に講演していただいた。
免疫不全動物とは何らかの遺伝子異常によって免疫
が正常に機能しない動物のことで，古くから知られ
るヌードマウス，scidマウスなどは，それらの原因
遺伝子が知られる前から免疫学，がん研究，移植研
究で用いられ，学問の発展に寄与した。1980年代に
は分子生物学の進歩によって ES細胞を用いた遺伝子
の相同組換えによるマウスの遺伝子破壊技術の開発

により，免疫不全マウスの網羅的作製とも言える状
態が引き起こされた。血球系，免疫系に関わる様々
な遺伝子が同定され，それらが破壊された多種多様
な免疫不全マウスが作製され，一部は重篤な免疫不
全症状の表現型を得た。この中で特に，X-SCID（X
連鎖重症免疫不全症）の原因遺伝子である IL-2受容
体 γ鎖欠損マウスでは，ヒトの病態を模倣し，B細
胞欠損，T細胞機能不全，NK細胞欠損している。さ
らに NOD-scidに IL-2受容体 γ鎖欠損を併せ持つ
NOGマウスを開発した。B，T，NK細胞の欠損，樹
状細胞，マクロファージの機能低下，補体反応の欠損，
SCIDマウスでは加齢に伴って発生する機能性 B，T
細胞の Leakinessを認めないなど，他の系統よりも重
度の免疫不全の表現型を示している。その結果，従
来は生着が難しかったヒト正常細胞，血液・免疫細
胞の再構築，マウス肝臓のヒト肝細胞への置換など
が可能となり，ヒト化マウスとしての応用の幅が拡
がった。今後，遺伝子操作の改良によって，より免
疫不全度の更新した系統が開発され，再生医療，医
薬品開発への応用が進むと考えられる。

3. 免疫不全マウス飼育室で発生したニューモシスチス
感染事例

中村紳一朗ら（麻布大学獣医学部・滋賀医科
大学動物生命科学研究センター）

RAG2欠損マウスが飼育されていた免疫不全マウ
スの飼育室で発生した Pneumocystis感染アウトブ
レークの事例と飼育管理に関わる問題点についての
報告である。RAG2欠損マウスは陽圧 SPF飼育室で
陽圧一方向気流ラック内にて自家繁殖されており，
ケージ交換を含む飼育管理は利用者が週に一度行っ
ていた。微生物モニタリングは BALB/c nu/nu，
BALB/c nu/+，C57BL/6Jを各 4匹ずつ設置し，2匹
を3か月，2匹を6か月目に外部委託検査する予定だっ
た。3か月の検査予定日前から RAG2欠損マウスの
死亡例が散発し，6か月の検査予定日を前にした 5
か月の時点で，BALB/c nu/nuに死亡例と著しい削痩
による人道的エンドポイント該当例が確認された。
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いずれの死亡例も塗抹標本，PCRまたは病理組織学
的検査にて Pneumocystis陽性となった。Pneumocystis
の蔓延には施設のハードウェア，飼育管理の手法（床
敷き換えのスキップ，産子離乳の遅延）の問題が考
えられ，生殖補助技術による微生物クリーニングで
実験を再開した後も再発した。最終的に 3回目の微
生物クリーニング直後，人事異動で主たる利用者が
別の研究者に変わってから，発生は起こらなかった。
アカデミア施設では，飼育管理手法が研究室ある

いは個々の研究者によって異なることが多々あるが，
免疫不全動物の管理においては，施設管理者または
実験動物管理者が適切な飼育方法などを利用者へ教
育した上で飼育に関与させるなど，介入が必要であ
る。その他にも，飼育室，ラック共に陽圧環境では，
飼育室外に向けて微生物が大量に拡散される点（飼
育室，ラックのより適切な気流方向），微生物モニタ
リングマウスが微生物に曝露されるまで 5か月も要
する点（囮動物の感度）は，いかに改善すべきか，
など議論された。

4. 免疫不全ラットにおける 
ラットポリオーマウイルス 2感染症

田中美有（大阪公立大学獣医学部獣医病理学
研究室・京都大学大学院医学研究科附属動物
実験施設）

Polyomavirus（PyV）の発生時における，原因微生
物の同定に至るまでの事例を詳細に報告していただ
いた。PyVは幅広い動物種に感染し，哺乳類の PyV
の多くは不顕性感染症を引き起こす。本講演では，
2016年に新たに同定された，免疫不全ラットにおけ
る Rat Polyomavirus-2（RatPyV2）感染症の臨床徴候，
病変（解剖所見・病理組織学的所見），診断方法，日
本における感染状況などついての知見が紹介された。

RatPyV2の発見は，米国の X連鎖重症複合免疫不
全症ラット（XSCID-TALENラット）コロニーにお
いて，呼吸異常を呈する個体が出現したことに端を
発する。微生物学的検査で Pneumocystis carinii（P. 
carinii）陽性が確認されたが，P. carinii清浄化後にも
呼吸異常や繁殖障害を呈する個体が出現したため，
肺の病理組織学的検査を実施したところ，ウイルス
感染症が示唆された。その後，Rigattiらの詳細な病
理学的検査・ウイルスゲノム解析・系統樹解析により，
RatPyV2が同定されるに至った。国内においても，
京都大学で維持されていた XSCID-TALENラットコ
ロニーを中心に，演者が RatPyV2感染症例の詳細な
病態解析や PCR検査を実施し，その詳細を報告した。
RatPyV2 は“epitheliotropic（ 上 皮 親 和 性 ） 
polyomavirus”であり，唾液腺（中でも耳下腺）に対
する親和性が特に高いため，RatPyV2感染症が疑わ
れる際には，耳下腺を含む唾液腺組織またはハーダー
腺組織を用いた PCR検査が必須である。演者らは，

迅速で正確，簡便，低侵襲な PCR検査法として，唾
液検体（口腔内スワブ）を用いた FTA-Amp法（FTA
カードと Ampdirectバッファーを用いた PCR）を確
立している。また，日本の免疫正常ラット系統コロ
ニー中にも，RatPyV2不顕性感染個体が一定の割合
で存在することが情報共有され，免疫不全ラット系
統の作出，ラットを用いた免疫抑制処置を要する研
究や毒性試験などの実施の際には注意が必要である
旨が周知された。

5. Murine Chapparvovirus（MuCPV） 
—免疫不全マウスに腎疾患を引き起こすウイルス

丸山　滋（ジャクソン・ラボラトリー・ジャ
パン株式会社）

免疫不全動物の飼育管理の際，新たな日和見感染
症の微生物には，常に注意を払うべきである。近年，
実験動物の日和見感染の微生物として正確な情報が
知られるようになったMuCPV〈別称Mouse Kidney 
Parvovirus（MKPV）〉に関して報告していただいた。
ただしMuCPVは海外由来マウスのヘルスレポート
では目にすることがあるが，国内のレポートで目に
することは少ない。しかし，40年以上前から知られ
ていた腎尿細管上皮細胞の核内封入体形成の起因と
なるウイルスが，実はMuCPVであることが 2018年
に改めて報告された。免疫機能障害の程度に応じ，
封入体腎症，尿細管変性・壊死など様々な症状を呈し，
重篤例では腎不全で斃死することもある。尿や糞中
に排泄されたウイルスによる水平感染が主な感染経
路であり，哺乳中に産子へ感染する場合が多いが，
母乳や胎盤を介した胎子への垂直感染はないとされ
ている。また免疫正常動物での感染では，ウイルス
に曝露して検出されるまでに要する時間が十数か月
と長く，微生物モニタリングで検出するならば，ルー
チンの方法とは異なる手法が必要となる。海外では
オーストラリア，北米の施設では報告があるが，日
本での報告はない。一方，飼育現場では時代と共に，
より程度の高い免疫不全動物を管理する状況にあり，
日本では発生していない海外の日和見感染症微生物
の情報を視野に入れる必要がある。

6. 免疫不全マウスの微生物学的品質管理
林元展人（公益財団法人実中研 ICLASモニタ
リングセンター）

免疫不全動物は易感染性であり，厳密な微生物学
的管理が要求される飼育維持，微生物モニタリング
の背景にある考え方，実際の感染症例を報告してい
ただいた。重要な 2つの視点として，「微生物を捕ま
える能力」と「微生物を増殖させる能力」が取り上
げられた。前者は免疫不全動物の免疫不全の程度が
大きく関連し，環境中のあらゆる微生物が偶発的に
感染し，病変を形成する可能性を示している。後者
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は疎かにされがちな視点であるが，免疫不全動物の
体内で微生物が著しく増殖すると，周囲への感染源
となり，ひいては感染の急激な拡大の可能性を示し
ている。実中研 ICLASモニタリングセンターでの実
例として，マウスの系統と発生しやすい日和見感染
症の組み合わせ（Pneumocystis muria / Rag2 KOマウス，
Staphylococcus aureus / MyD88 KOマウス，Staphylococcus 
sciuri・Corynebacterium bovis・Helicobacter MIT-
016451 / NOGマウス）の実例をふまえて，それぞれ
の微生物の病態を紹介していただいた。さらに重度
免疫不全動物である NOGマウスでの感染事故を防ぐ
ための飼育に関わる注意点，バイオマテリアル使用
実験におけるマイコプラズマの陽性率について報告
していただいた。

7. 日本クレアにおける重度免疫不全マウスの 
飼育管理について

西脇　恵（日本クレア株式会社）

免疫不全動物を生産するブリーダーは，各種実験
動物施設の中でも最も厳密な飼育管理体制を施して
おり，各研究施設での運用の参考にしていただく意
味から，その取り組みを紹介していただいた。日本
クレア株式会社富士山生育場では重度免疫不全の
NOGマウス，さらに重度の免疫不全を示す次世代
NOGマウス，そして NOGマウスにヒト幹細胞を移
植したヒト化マウスを生産している。
これらを安定・安全に生産するため，飼育室内に

病原微生物を持ち込まないように物品の滅菌，飼育
者の入退室・動線管理を厳密にしている。原則とし
てオートクレーブ滅菌後の物品を持ち込むが，高圧
高温に不耐性の物品は過酸化水素ガス滅菌を施し，
持ち込んでいる。いずれの滅菌法も使用できない，
ヒト化マウス等を作製するために必要な細胞は，提
供元施設の清浄度と微生物レベルを調査，微生物検
査成績書の確認，さらに in vitroでの無菌検査などを
経て，施設への受け入れ可否を判断する。
飼育管理の従事者は，以前は温水シャワー浴後に

個人用防護衣（PPE）を着用していたが，現在はシー
ルドシステム（頭部を含む全身を覆う PPEを着用，
PPE内へフィルター濾過空気を供給）を採用し，従
事者の常在菌などが飼育室内へ曝露しないようにし
た。

安定した飼育環境を維持するための空調管理・差
圧の設定のために導入された，露点浴式空調機であ
る AQUA-CLEAN空調システムのメリットを紹介い
ただいた。一般的に外気を実験動物施設へ給気する
際，最初に粗フィルターなどで塵埃を除去し，熱交
換システムで適切な温度調整を行う。一方，AQUA-
CLEANでは水を用いることで外気温の影響を受けづ
らい為，熱交換効率が高く，塵埃の除去効率が高く，
この工程後の中性能または HEPAフィルターの寿命
が延長し，さらに脱臭効果がある，といったメリッ
トを有する。
以上のような設備投資が必要な厳密な管理は，一

般的な研究施設での導入が困難であるため，同社で
も採用している，新しい免疫不全動物用飼育室を提
案していただいた。一般居住空間，一般飼育室の空
調であっても，bioBubble，AQUA-CLEAN空調シス
テム，IVCラックを組み合わせることで，大規模な
施設改修を行わずとも，重度免疫不全動物を長期間，
安定かつ安全に飼育する実績を得ている。

8. まとめ

免疫不全動物を適切に飼育するためには，使用す
る各系統の特徴（免疫不全の程度，感染しやすい微
生物）を知り，最善の飼育方法を理解した上で，そ
れぞれの実験動物施設にアレンジした最良の SOP等
を設定する必要があるだろう。また，施設管理者と
利用者との間には免疫不全動物に対する相互理解が
必要であり，利用者への適切な教育体制を構築すべ
きである。また微生物管理においては，実中研
ICLASモニタリングセンターで提供している免疫不
全コアセットを実施することは必須だが，飼育する
動物に応じて囮動物として使用する系統への配慮，
免疫不全の程度が重度になるに従って，検査項目の
リストにあがらない微生物に感染する可能性を視野
に入れ，最新の情報を入手する必要がある。また何
らかの感染事故を想定した，微生物学的検査の専門
機関，専門家との連携を諮っておく必要があるだろ
う。本シンポジウムの情報を元に，免疫不全動物の
適切な微生物学的品質管理および品質管理について
の理解を深めていただき，現場に還元していただけ
ると幸いである。
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山梨大学総合分析実験センター・資源開発分野
兼平雅彦

はじめに
「研究室・施設便り」として，今回は山梨大学総合
分析実験センター・資源開発分野が担当させていた
だくこととなりました。本分野は，山梨大学全体の共
同動物実験施設としての役割を担い，
①各種実験動物の維持・管理
②動物実験の倫理や実験手技に関する教育
③ 各種実験用機器（X線照射装置，バイオイメージ
ング装置等）の維持・管理

④人工授精，凍結胚・凍結配偶子の保存
⑤マウス個体のSPF化

といった業務を行っています。
本稿では，前半では本学の動物実験施設の沿革と

概要について紹介し，後半では，3年連続で行われ，
昨年度末に無事竣工した本施設の改修工事について
概説したいと思います。

動物実験施設の沿革
山梨大学は，平成14年10月に山梨大学と山梨医科

大学が合併し，新たな山梨大学としてスタートを切
りました。山梨大学は，甲府駅から北に約2 kmの，教
育学部，工学部，生命環境学部の3学部を擁する甲府
キャンパスと，甲府駅から南西に7 kmほど離れた中
央市にある医学部キャンパスから構成され，動物実
験施設は，医学部キャンパスに存在します。南には富
士山，西には甲斐駒ヶ岳を初めとした南アルプス，北
西には八ヶ岳を望む風光明媚な土地です。ちなみに，
中央市は卓球の平野美宇選手の出身地として知られ
ています。また，現在も山梨大学病院行きのバスは「山
梨医大病院」と表記され，医学部の近くにある銀行の
支店名は「医大前支店」となっています。寄生虫学を
習った方々は，かつては日本住血吸虫の流行地の一
つとして，悲しい過去があった地域としてご存知か
も知れません。
動物実験施設は，山梨医科大学時代の昭和57年に

第Ⅰ期施設が竣工し，次いで昭和61年に第Ⅱ期施設
が，さらに平成元年に第Ⅲ期施設が竣工し，現在の3

研究室・施設便り

棟連続の動物実験施設の原形となりました。平成4年
に初代の施設主任として手塚英夫先生が着任し，平
成28年に神沼　修先生（現 広島大学原爆放射線医
科学研究所）へと引き継がれました。令和元年に3代
目の施設主任として筆者が着任し，現在に至ります。
奇しくも筆者が山梨大学へ赴任したのは，第Ⅰ期施
設竣工から40年近くが経過し，「そろそろ改修工事
か？」という機運が高まりつつある時期でした（まさ
か自分がその陣頭指揮を執ることになろうとは・・・）。

動物実験施設の概要

山梨大学総合分析実験センターは，山梨医科大学
に存在した「附属実験実習機器センター」と「附属動
物実験施設」が，平成14年の山梨大学との合併に伴
い，統合して誕生した組織です。下記の3つの分野か
ら構成されます。
①機能解析分野： 学内の各種共通機器（セルソー

ター，フローサイトメトリー，蛍
光顕微鏡など）や共通実験室の
維持・管理，医学部標本館の維
持・管理，病理標本作成等の業
務を行っています。

②放射線分野：RI施設の役割を担っています。
③資源開発分野： 動物実験施設としての役割を

担っています。

1. 人員
筆者が所属している資源開発分野は，3名の教員

（施設主任［准教授（筆者）］1名，講師1名，助教1名），
技術専門職員1名，技術職員1名，技術補佐員1名，事
務補佐員1名，技能補佐員6名から構成されており，
日々，施設内の清掃・消毒，動物の維持・管理，施設
整備，動物の発注業務等の業務にあたっています。現
在，技能補佐員を募集しておりますが，なかなか応募
者が集まらず，少ない人数でぎりぎり持ち堪えてい
るというのが現状です。他大学の動物実験施設の方々
ともお話しする機会がありますが，皆さん異口同音
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に「うちもそうだよ！」とのこと。武田信玄公の「人
は城，人は石垣，人は堀」という有名な言葉の通り，
動物施設の運営にはマンパワーが必要だと痛感して
いる次第です。

2. 飼育動物
動物実験施設では，2024年9月現在，マウスを約

6,500匹，ラットを約40匹，ウサギを約30羽，ネコを
4頭飼育しています。状況に応じて，ウシガエルなど
の水棲生物やニワトリの飼育にも対応しています。
飼育動物の大半はマウスですが，通常の飼育室に加
え，免疫不全マウスの飼育に特化した高清浄度の飼
育室や，BSL2の動物実験に対応した感染実験飼育室
もあり，多くの利用者に活用いただいています。また，
他の研究機関から導入した動物の検疫室も保有して
います。

3. 飼育環境
マウス飼育室への空気の供給は，動物飼育室系統

とクリーン飼育室系統の2種類があります。動物飼育
室系統では，外からの空気はプレフィルター付きの
屋上全熱交換器を通過し，一旦機械室へと運ばれま
す。その後，プレフィルターと中性能フィルターを通
過して，空調機から各飼育室へ給気ダクトを介して
供給されます。供給された空気は，飼育ラック内，も
しくは飼育ラックに外付けのブロワーユニットに設
置されたプレフィルターとHEPAフィルターを通し
て，クリーンな状態でマウスへと供給されます。排気
の際は，排気ダクトからプレフィルター付きの屋上
全熱交換器を通過し，排気ファンを介して強制的に
排気されます。このことにより，周囲への臭気の拡散
は最小限に留まっています。一方で，クリーン飼育
室系統は，外からの空気が屋上全熱交換器と空調機
を介して各飼育室へ運ばれるのは同じですが，天井
にHEPAフィルターが設置されており，極めて清浄
な空気が給気ダクトを介して室内全体へ供給されま
す。排気の際は，飼育装置内から排気ダクトを介して
プレフィルター付きの屋上全熱交換器から排気ファ
ンを介して強制的に排気されます。また，マウス用の
飲料水は，限外濾過膜を通過し，イオンや不純物を除
去したクリーンな水が自動給水装置により供給され
ます。利用講座によっては，塩素塩酸添加水を希望す
る場合もあり，給水ビンと先管も提供しています。ク
リーンな空気と水のおかげか，幸いにもこれまでに
大きな感染事故は発生していません。

4. 実験室
施設内には，イヌなどの外科手術を行う大動物用

手術室と，マウス・ラット・ウサギ用の小動物用手
術室があります。手術室には麻酔器，電気メス，手術
台，無影灯が設置されており，大動物用手術室にはX

線透視装置も整備されています（写真1）。また，骨髄
移植実験等に用いるX線照射装置（写真2）や，小動
物のバイオイメージングとX線撮影が可能な装置な
どが設置されています。
こういった業務以外にも，ゲノム編集技術を用い

た遺伝子改変動物の作製を請け負っています。また，
加齢により繁殖が困難になった個体からの系統維持
や，体細胞クローンの作製といった各種支援業務も
行っています。興味のある方はご相談ください。また，
こちらのURLもご参照ください（https://www.med.

yamanashi.ac.jp/~cmr/LASS/support.php）。

5. その他
一方で，山梨ならではの問題も発生します。動物実

験施設がある中央市は，甲府盆地に位置し，昼夜の寒
暖差が大きいのが特徴です。この寒暖差が飼育環境
に影響を及ぼさないよう，徹底した温湿度管理が要
求されます。また，夏は非常に暑くなり，気温が35度
を超える日もあります。特に夏は，日中の太陽からの

写真1　大動物用の手術室

https://www.med.yamanashi.ac.jp/~cmr/LASS/support.php
https://www.med.yamanashi.ac.jp/~cmr/LASS/support.php
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熱を建物が吸収し，夕方以降も温度が下がらないと
いう状態が続きます。そのため，夏の暑さは，冷房の
みでは対応しきれず，学内のエネルギーセンターか
ら供給される冷水を循環させることで乗り切ってい
ます。また，3月でも気温が上昇し，夏日に近くなる
日もあるため，これまで夏季のみ供給されていた冷
水を冬季（早春）にも供給してもらい，適切な温度・
湿度管理を行っています。

改修工事について
本学の動物実験施設は，先程記載した通り，建設さ

れた順に，第Ⅰ期，第Ⅱ期，第Ⅲ期と3棟が連続した
構造になっています（写真3）。それぞれの延べ床面

積は990 m2，890 m2，1,100 m2となっており，最も大
きい第Ⅲ期には，施設全体の約半数のマウスが飼育
されています。
改修工事は，令和3年度の第Ⅰ期の改修に始まり，

翌年度には第Ⅱ期，さらに翌々年度には第Ⅲ期と，息
つく暇もなく行われました。そして昨年度末，大きな
事故やトラブルもなく，無事竣工しました。改修工事
を行うにあたり，その棟に飼育している動物を一定
期間他の飼育室へ退避させる必要がありました。ま
た，飼育用ラックや各種の器具・機材は，いずれも特
注品で代替の効かないものが多いため，専門の業者
が細心の注意を払って分解・搬出し，かつ清浄度の
高い状態で保管する必要がありました。そのため，実
験動物用器具・機材の解体，搬出・搬入に実績のあ
る業者の選定や，保管場所の確保といった問題もあ
り，課題は山積でした。また，「新築工事」ではなく「改
修工事」であったことから，構造的な制限もありまし
た。私たちの希望は，「いかに限られたスペースで利
用者の希望に応えられるか」という点と「改修工事後
は施設内の清浄度を現在以上に維持できるか」とい
う点の2つに集約されました。スペックが改修工事前
と変わらなければ，改修工事の意味がないと考える
のは当然です。そのため，限られたコストで手洗い
場，エアシャワー，UVパスボックスの設置などを検
討し，利用者の動線についても，入館者と退館者のク
ロスコンタミネーションを極力避ける等，職員一同
で知恵を絞りました。私を含めた施設職員は，改修工
事には設計の段階から関わりましたが，動物施設側
が掲げる要望（理想）と，大学事務側の現実（コスト）
がぶつかり合い，ときに議論が白熱することもあり

写真3-1　写真奥から順に第Ⅰ期，第Ⅱ期施設 写真3-2　第Ⅲ期施設
3棟が繋がった構造になっています。

写真2　小動物用X線照射装置
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ました。私たちの要望が受け入れられずに悩んだと
きには，常に「利用者ファースト」という原点に帰り，
新たなアイデアを模索しました。
改修工事を行う数か月前には，利用講座を対象と

した説明会を開催し，改修工事のスケジュール，利用
できなくなる飼育室や設備，飼育動物の一時移動等
について説明し，事情を理解していただきました。「改
修工事では振動や臭気は発生するのか？」「飼育匹数
を削減する必要があるのか？」「感染実験飼育室が工
区に当たる場合，よそで感染実験は行えるのか？」
等々，厳しい指摘もありました。その際は，「改修工
事により，これまで以上に清浄度や飼育環境が改善
します」「高くジャンプする（新たな施設として昇華
する）ためには，いったんしゃがんで力を蓄える（一
定期間実験のペースを落とす）ことも必要なのでは
ないでしょうか？」等々，根気強く説明を行いました。
改修工事に伴う別の苦労話も披露したいと思いま

す。（個人の感想として）最も苦労したのは，第Ⅱ期
の改修工事です。第Ⅰ期とⅢ期を繋ぐエリアだった
ため，改修工事中は両棟が分断される形となりまし
た（第Ⅱ期には外からアクセスできないため，工事業
者さんは窓から出入りしていました）。そのため，職
員を第Ⅰ期担当と第Ⅲ期担当の2班体制としました。
特に，第Ⅰ期で発生した使用済みケージは，覆布をか
けて台車に積み，医学部内を迂回して，ケージワッ
シャーが設置されている第Ⅲ期へ搬入するという方
法をとりました。逆に，第Ⅲ期で洗浄・消毒が済んだ
ケージは，業務用の大型ラップで密閉し，再度台車に
積み込んで第Ⅰ期内へ戻していました。第Ⅱ期の改
修工事が終了し，間仕切りが撤去されたときは，さな
がら「黒部の太陽」のラストのように，第Ⅰ期担当の
職員と第Ⅲ期担当の職員が手を取り合って再会（？）
を喜びました。
一方で，第Ⅲ期の改修工事では，施設全体の洗浄

業務の「要」ともいえる大型自動ケージワッシャーが
使用できなくなるという事態に陥りました。ケージ
の洗浄をどうするか頭を悩ませ，まずはディスポー
ザブルのケージの利用というアイデアのもと，各講
座に必要なケージ数に関するアンケートを実施しま
した。業者に見積もりを依頼したところ，とんでもな
い金額が算出され，一同愕然としました。そこで急
遽，すでに改修工事が終了した第Ⅰ期へのケージワッ
シャーの設置を試み，ギリギリのところで学内予算
の申請書を作成し，申請を行いました。必死のアピー
ルが伝わったのか，大学側の配慮により，無事に学

内予算が配分され，ロータリー型の自動ケージワッ
シャーは設置されることとなりました（写真4）。まさ
に「紙一重の勝利」と職員一同，胸をなでおろしまし
た（笑）。上記以外にも，数え上げればきりがないほ
どのトラブルに見舞われましたが，改修工事が終わっ
た動物実験施設の真新しい白い外壁を眺めるたびに，
「すべてがいい思い出だな・・・」と胸が熱くなりま
す（私だけ？）。
苦労話だけでは後味も悪いかと思いますので，改

修工事に伴う明るい話題も提供したいと思います。
改修工事に伴い，これまで稼働を停止していたイヌ
用飼育エリアとヤギ・ヒツジ飼育エリアの再整備も
行い，大型動物を利用したいという要望にも応えら
れる施設となりました。また，入口に手洗い場を設
け，外から持ち込む物品はUVパスボックスを通し
て搬入してもらい，利用者はエアシャワーを通過し
てから動物飼育エリアへ入場する動線にしました
（写真5）。それが功を奏してか，2回連続で微生物モ
ニタリングでの感染事故ゼロを達成しました。利用
者の理解と協力が，施設職員の衛生意識としっかり
かみ合うことで達成した成果であると実感しました。
また，改修工事に立ち会うことで，「玉掛け（クレー

ンなどに物を吊る作業）」や「ビシャモン（運搬用リ
フト）」といった，日常生活ではおそらく耳にするこ

写真4　ロータリーケージワッシャー
第Ⅲ期の改修工事中は大活躍でした（今も活躍中です）。
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とのない単語にも触れました。また，資材や飼育用機
材等の搬出・再搬入では，物流の職人さん，鳶職さん，
大型重機のオペレーターさんなど，多くの方々に大
変お世話になりました。「こういった方々が日本の物
流や建築を支えているのだな」と再認識する機会と
なりました。
これからも，実験動物をクリーンかつ快適な環境

で維持し，利用者の実験を最大限サポートすること
で，優れた研究成果が山梨大学から世界へ発信され
ることに貢献したいと考えています。同時に，このこ
とが，今回の改修工事に携わったすべての方々の恩
に報いることに繋がると信じ，施設職員一同，日々の
業務に励んでいます。

思いつくままにつらつらと筆を走らせ，何やら取
り留めのない文章となってしまいましたことをお詫
びいたします。拙稿をご覧になっている方の中には，
これから改修工事を行う予定，もしくは現在工事中
といった方もおられるかと思います。そういった方々
の士気高揚の一助となれば望外の喜びです。末筆で
すが，本稿執筆の機会を与えて下さいました日本実
験動物学会広報・情報公開検討委員の皆様，ならびに，
執筆にあたり，助言・校閲をいただいた山梨大学総
合分析実験センター・資源開発分野の諸職員へ，こ
の場を借りて厚く御礼申し上げます。

写真5-1　入口の手洗い場 写真5-2　UVパスボックスとエアシャワー
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「生きていく」を明るく，前向きにする
メディフォード株式会社

戦略企画部門　経営企画部　長田智治

はじめに

はじめまして，メディフォード株式会社と申しま
す。この度は，実験動物ニュースで弊社の紹介の機会
をいただき誠に感謝申し上げます。メディフォード
はPHCホールディングス株式会社傘下で 2023年 11

月に産声を上げた新しい会社です。一方，前身を辿れ
ば1977年に遡り，以来お客様から寄せられるニーズ
に対応し，医薬品，農薬，医療機器，化学物質などの
開発・上市に必要な評価・分析データを，主に規制
当局が定めたレギュレーションに基づいてご提供し
て参りました。
この度，実験動物ニュースへの寄稿にあたり，現在

取り組んでいるサービス等をご紹介いたします。

拠　点

メディフォード株式会社は，非臨床試験受託サー
ビスを提供する熊本研究所（熊本県宇土市，写真1）
と鹿島研究所（茨城県神栖市，写真2），バイオアナリ
シスサービスを提供する医薬品分析センター（板橋

維持会員便り

区志村坂上，写真3），そしてセントラルラボサービ
スを提供する治験事業部（板橋区板橋本町）にて事業
展開を行っています。実験動物を用いて，お客様がお
持ちの開発候補化合物や機器等の各種評価を行いま
す。例えば，有効性評価は熊本研究所が，安全性評価
は鹿島・熊本両研究所がそれぞれ担います。医薬品
分析センターでは，実験動物から採取した血液や生
体試料を用いて，質量分析装置，ELISA，フローサイ
トメトリー等各種分析装置より開発候補化合物の血
中濃度測定やバイオマーカー測定を行います。都内
に所在している医薬品分析センターは利便性が高く，
試料・検体の迅速な受け入れ・分析に適した環境で
す。一方，熊本研究所や鹿島研究所は郊外の自然に恵
まれた環境にて日々活動を行っています。

実験動物業界への関わり

弊社事業は後述いたしますが，今回実験動物
ニュースへの寄稿でもありますので，弊社での実験
動物の利用状況についてご紹介いたします。

写真1　創薬イノベーションセンター（熊本研究所）
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るトレーサビリティーを担保するためにも飼育記録
を残します。熊本，鹿島両研究所ならびに医薬品分析
センターでは，医薬品など各種ガイドラインを適正
に運用するGLP適合施設として監督官庁から認証を
いただいています。他方，動物愛護にも適切に配慮
していることは勿論のことで，これを対外的にも示
すため，熊本・鹿島両研究所は2012年よりAAALAC 

Internationalを取得しています。以上の通り，お客様
からお預かりした大切な開発候補品を適正に評価し，
薬事申請に進めるにあたり正しい判断をお客様にし
ていただくため，メディフォードでは実験動物を適
切に飼育し日々の業務に励んでいます。

一般的に，医薬品，農薬および一般化学品等の上
市に際しては，販売国の薬事を司る規制当局が定め
る各種ガイドラインに則った申請・承認が必要です。
臨床開発に至る前の非臨床段階に関する各種評価（安
全性，有効性，薬物動態）や薬物分析には，実験動物
の使用が不可欠です。従って，メディフォードの事業
において実験動物は欠かす事はできない存在といっ
て過言ではございません。メディフォードでは，各種
評価に適した動物種を選択し，マウス，ラット，ハム
スター，イヌ，ブタ，サルを扱ってきております。お
客様がお持ちの開発候補化合物を評価するにあたり，
試験計画書や試験報告書には使用する実験動物の飼
育環境を規定します。報告書に記載した内容に関す

写真2　創薬レギュラトリーセンター（鹿島研究所）

写真3　医薬品分析センター
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事業の紹介

1．安全性試験

メディフォードでは，医薬品，医療機器，再生医
療等製品，化粧品，農薬（微生物農薬含む），食品
添加物，特定保健用食品，飼料添加物，動物用医薬
品，一般化学品などの総合的な安全性評価が各種
GLP／ガイドライン下で可能です。投与経路とし
ては，経口，経皮，皮下，静脈内，筋肉内，腹腔内を
はじめ，気管内，膝関節腔内など，種々の経路につ
いても対応しています。動物実験担当者の多くは
実験動物技術者 1級，2級や安研協認定技術者の資
格者であり，豊富な経験に基づく信頼性の高い技
術と，迅速かつ詳細に解析する能力を有していま
す。病理検査については，専門資格（JCVP，JSTPな
ど）を持った pathologistが正確な診断を下します。
現在，病理検査に関するウェビナーを開催してお
り，多くのお客様より高い評価をいただいています。 
再生医療等製品についても，GLP下で多種多様な単
回投与毒性試験，反復投与毒性試験，造腫瘍性試験（in 

vivo，in vitro）の実施が可能です。
メディフォードでは，FDA申請において 2016年

12月より義務化されたSEND*1（非臨床試験データ
を交換する標準）対応を行っております。SEND対応
に実績のある富士通株式会社との協業やグローバル
対応として英国 Instem社からの支援体制を構築して
おり，SENDデータ資料（datasets，define.xmlおよび
SDRG*2）作成において種々のパターンに対応できる
体制も整っております。
*1 The Standard for Exchange of Nonclinical Data（非臨
床試験電子データ標準化）

*2 Study Data Review’s Guide（Study Data Tabulation 

Model（SDTM，規制当局に申請時に提出する臨床
試験データセットの標準規格）データガイド）

2．薬効薬理試験

メディフォードでは，医薬品の薬効薬理試験で使
用する多様な病態モデルを応用した試験を受託して
います。病態モデルについては新旧を問わず，中枢，
疼痛，感染症，循環器系，呼吸器系，腎泌尿器系，免
疫系，血液系，炎症，アレルギー，消化器系，皮膚，糖・
脂質代謝系，がん，および in vitro薬効試験等，幅広い
分野の試験を実施しています。また，手術を要する薬
効試験を得意としており，コンベンショナル動物，遺
伝子改変動物およびミュータント動物を用いた試験
の経験が豊富です。そのほか，PCR，フローサイトメー

ター，各種細胞を用いた in vitro薬効試験についても
豊富な実績があります。
近年，細胞製剤（骨髄・脂肪由来幹細胞等）やウイ

ルス製剤などの新規モダリティ対応を進めています。
細胞製剤では，肝炎，脳梗塞，心筋梗塞，下肢虚血，
関節炎および泌尿器系等に関連した実績があり，ウ
イルス製剤では，がんに関連した受託実績がありま
す。また，国立がん研究センターが立ち上げた日本人
がん患者由来がん移植モデル（J-PDX）やB型肝炎ウ
イルス感染モデルなど，多様な病態モデルを用いた
薬効評価試験を提供しています。

3．薬物動態試験

メディフォードでは，in vivoおよび in vitro動態試
験の豊富な受託メニューがあり，国内外の規制当局
による医薬・農薬等のGLP適合性が確認された運営
管理体制下で，申請資料の信頼性の基準（医薬品医療
機器等法），OECD GLPおよび農薬GLPに準拠した
薬物動態試験（生体内運命試験）を実施しています。
なかでも農薬GLPに準拠した皮膚透過性試験は当社
の特色ある試験として，ご好評を得ております。
今後も，最新技術，各種ガイドラインおよびレギュ

レーションの動向を注視し，研究開発の様々な局面
における多様なニーズにお応えして参ります。

4．バイオアナリシスサービス

生体試料中の薬物やその代謝物，バイオマーカー
等の分析サービスを提供します。
分析法開発から分析法バリデーション，実検体の

測定までを一貫して実施します。基礎研究／探索段
階から検証／臨床開発段階まで，幅広く支援します。
メディフォードは，信頼性の高い分析サービスに

より，お客様の研究・開発を加速します。
測定対象として，低分子や中分子（ペプチド・核酸，

等），高分子などの幅広い実績があり，開発医薬品の
多様化するモダリティにも対応可能です。
古典的な分析手法から最新の分析手法まで，LC-

MS/MS法やLBA（Ligand-Binding Assay）法を中心に，
細胞特性解析や遺伝子解析，組織的な空間解析等を
含む様々な手法を取り入れながら，研究・開発を支
援します。
研究／開発フェーズにより，求められる分析性能

は異なります。ステップアップする各フェーズでの
要件に合わせて，簡易測定から各種規制に対応した
測定まで，定性分析や定量分析，動物検体やヒト検体，
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少量検体から大量検体までの測定を，適宜，分析法を
ブラッシュアップさせながら，要件に適した分析サー
ビスをご提供します。

GLP認証ラボとして培った基盤に基づき，経験豊
富な分析研究員が，お客様の様々な課題に対し解決
策をご提案していきます。

5．コンサルティング

近年，再生医療等製品を含む医薬品モダリティ
の多様化に伴い，基礎研究で発見された治療ツール
（シーズ）を臨床に応用するため，非臨床の試験・研
究（トランスレーショナルリサーチ）は複雑化してい

ます。それに合わせて各種規制も強化され，対応に苦
慮されているのではないでしょうか。
当社では，各シーズを早期かつ効率的に臨床に応

用するため，非臨床試験のコンサルティング／アド
バイザリーサービスを提供しています。
以上，各種GLP（医薬品，医療機器，再生医療等製

品，農薬，化審法等）に適合した施設を運用し，薬事
承認申請用の各種安全性試験，薬効薬理試験，薬物動
態試験から研究開発初期の探索的検討試験，コンサ
ルティングまでサービスを展開しています。お困り
ごとがございましたら，お気軽にお声がけください。
今後とも宜しくお願いいたします。



153

実験動物ニュース　2024　Vol. 73　No. 4

染色体工学ワールドに飛び込んで
鳥取大学大学院　医学系研究科　染色体医工学講座

岸間菜々美

実験動物学会会員の皆さま，こんにちは。鳥取大学
大学院医学系研究科染色体医工学講座の博士2年，岸
間菜々美（きしま ななみ）と申します。私は現在，香
月康宏先生の研究室にて，染色体工学技術を使った
免疫系ヒト化モデルマウスの開発に携わっています。
この度は，同大学同研究室の同期である下谷和人

さんより紹介があり，執筆の機会をいただきました。
今年度からはラボ内の居室のデスクが隣同士になり，
まさに近い距離で互いに切磋琢磨する良い間柄であ
ると思っております。
今回この会員便りを執筆させていただくにあた

り，どのような内容で書こうか考えました。私は，所
謂クラスの学級委員長タイプであることを自覚して
おり，そういった人間は往々にして「かくあるべき」
という考えが強いように思います。研究者とはかく
あるべきか，ということに思い悩んだ時期があるこ
とを思い出しました。そんな中，様々な分野の研究者
の方々にお会いし，話し，その人の生き様に触れるこ
とで，研究者って自由でいいのだと思ったことがあ
りました。そこでこの場をお借りして，数いる研究者
のうちのとある1ケースとして「ちょっと生物オタク
で学級委員長タイプだった女子中学生が，染色体工
学の世界に踏み込んでみたらどうだったか」を綴っ
てみたいと思います。
私は，大阪府箕面市という都会の喧騒から少し離

れた街で育ちました。生まれた場所は箕面市ではな
く，大阪の中でも少々治安が悪いところであったた
め，心配した両親は学区を離れて電車通学ができる
私立の小学校に通わせてくれました。一貫制であっ
たため，中学高校も同じ学校に通ったわけですが，中
学生の時，人生が変わる出会いがありました。それが
生物学との出会いでした。特に免疫のしくみには非
常に感動を覚え，生まれながらにして外敵から身を
守るために精巧な防御のしくみを持ち合わせている
生物の神秘に魅せられました。それと同時に，このし
くみをコントロールできれば病気を治すことにも繋

げられるのではないか？と考えついたことがきっか
けとなり，私は研究者を志すようになりました。
そこからの私は生物学のテストの成績が上がるこ

とと相関して，生物オタクに成り果てていきました。
授業中には生物図録を読み，科学部の生物担当部員
として，ペットフード用の鶏の脳を解剖したり，ペッ
トショップに電話を掛け回り害虫として湧くと聞い
たプラナリアを貰って飼育を試みたりと，生き物そ
のものに興味を覚えつつ，生物学の神秘の一端に触
れるべく日々活動していました。そんな中，第二の人
生の転換点が訪れます。それが，鳥取大学染色体医工
学講座（旧細胞工学教室）の久郷裕之先生との出会い
です。久郷先生は，私の高校の化学の先生と大学時代
からのお知り合いで，その関係もあり私の高校へ1日
大学体験の講師としていらっしゃっていました。こ
の講義を通じて初めて染色体工学に触れたのです。
染色体工学は，染色体を切ったり繋げたりすること
で，がんなどの疾患の原因を探索することや，新しい
モデル細胞・動物を創出する研究です。当時中学生
の私は，細胞周期や染色体分配などのミクロな現象
にはあまり興味を感じられずにいました。しかし，鳥
取大学で1日研究者体験なるものがあると聞き，化学

会員便り

久郷先生（左），高校の化学の先生（中央），私（右）
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の先生の勧めもあり，大阪から4時間ほどの距離にあ
る鳥取県の米子キャンパスへ赴き「染色体を見てみ
よう」というプロジェクトに参加しました。そこで
は，さまざまな細胞の染色体標本を作製し，顕微鏡
で実際に見るという体験をしました。染色体への興
味というよりどちらかといえば研究者っぽいことが
できたことの嬉しさでホクホクして大阪へ帰りまし
た。私が研究者の方々（特に大学の先生方）にお伝え
したいのは，子ども向け研究者体験イベントは，当時
の私も含めた子どもたちに非常に強く影響を及ぼし
得るということです。私は，鳥取大学での中高生向け
イベントは積極的に参加させていただいていますが，
私自身のように誰かの人生の転換点になるのかもし
れないと思いながら生命科学研究の面白さを伝えら
れるように頑張っています。
大学受験については割愛しますが，志望先をふら

ふら変えつつもやはり心惹かれていたようで，鳥取
大学への進学が決まりました。
鳥取県西部に位置する鳥取大学米子キャンパスの

環境については，鳥取大学出身の先生方の会員便り
でその魅力が綴られている通りなのですが，雄大な
大山と日本海に面した自然豊かな土地で，ご飯が大
変美味しく，尚且つ生活にも便利で住みやすい場所
です。そのため勉強や研究にも集中でき大変良い環
境です。
生物オタクだった私は，魚釣りや虫取り（趣味のア

リ飼育），シュノーケリングなどを楽しみつつも，生
命科学科で学び，学部4年生から人気のラボである染
色体医工学講座（旧細胞工学教室）に入りました。
様々な場面で研究室選びの決め手は？という質問

をされることがあります。研究室配属というのは，人

生を大きく左右する決断であると私は思います。私
の場合は○○の研究がしたい！という具体的なもの
ではなく，「生命のしくみをコントロールして，人の
役立つものをつくりたい！」というやや漠然とした
ものでした。ですので，免疫や再生医療，がんなど幅
広く興味を持っていたため，研究室選びには迷いが
ありました。
我々の学科では，1学年40名弱の学生で話し合い，

それぞれの配属先を決定します。その決定の話し合
いの日まで，学生は皆各々の方法で研究室に関する
情報をかき集めます。私は，候補としていた研究室の
先生に話を聞きに行き，またその研究室の先輩にも
話を聞きに行きました。その結果，私がしたいことを
叶えられると強く感じたのが，染色体医工学講座で
した。決め手となったのは，染色体工学ならば上記の
私の想いを実現できる研究ができること，研究室の
先輩が楽しそうに研究をしていること，そして当時
准教授であった香月康宏先生（現教授）のサイエンス
への情熱に惹かれたためでした。研究室は無事希望
通りの配属が叶い，中学生の頃に初めて出会った染
色体工学との再会を果たしたのでした。そして，香月
先生の元でヒトの免疫系を再現した染色体改変モデ
ルマウスの開発に取り組むことになりました。免疫
をサイエンスの力でコントロールし，医薬品シーズ
開発に役立つツールを作る。まさに自分がやりたかっ
たことができる喜びでいっぱいでした。
ところが，研究に配属された 2020年頃は，

COVID-19が日本でも猛威を振るい始めた時期であ
りました。配属後すぐの4月は研究室へ行くことがで
きず，家で論文を読むことしかできなかったため，か
なりもどかしい思いをしました。当時は，都会の大学

登山時に撮影した大山（標高1,729 m）の山肌 あまりに美味で驚愕した山陰の回転寿司



155

実験動物ニュース　2024　Vol. 73　No. 4

を中心に登校禁止令が下され，ウェット系の研究者
は研究の一時停止を余儀なくされたということも耳
にしましたが，幸いにして米子キャンパスではそこ
まで強い規制は掛からず，5月頃からは実験を始め
ることができました。

染色体工学技術について説明したいと思います。
染色体工学技術は，先述の通り，染色体を「移

す・切る・繋ぐ」技術です（下図：上）。“移す”技術
は，任意の染色体を細胞から細胞へと移入すること
が可能な技術であり，微小核細胞融合法（Microcell 

mediated chromosome transfer: MMCT）と呼ばれます。
例えば，ヒト iPS細胞の染色体をマウスES細胞へ移
入することができるため，ヒト染色体を持つマウス
を作製することができます。“切る・繋ぐ”技術は，
遺伝子組換えのしくみを利用して，染色体を切断と
再結合をすることであり，Mbサイズの染色体領域
の欠失や改変を行うことができます。つまり，染色体
工学技術を用いれば，染色体の自由自在なデザイン
ができるため，研究の発展の可能性は無限大であり
ます。この技術を用いて開発された遺伝子ベクター
が「ヒト /マウス染色体ベクター（HAC/MAC）」であ
り，ヒト /マウスの天然染色体から遺伝子領域を取り
除いたのち，ベクターとして機能するためのマーカー
遺伝子などが搭載されています（下図：下）。HAC/

MACの最大の特徴は，搭載できる遺伝子サイズに理

（上）染色体工学技術の概要（下）ヒト /マウス染色体ベクターとその特徴

左から順に，香月先生，下谷さん（前執筆者），私，山﨑
先生（前々執筆者）
第70回日本実験動物学会総会では，優秀発表賞候補と
して発表する機会をいただきました。
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論上制限がないことであり，宿主ゲノムに組み込ま
れず，細胞内で+1本の染色体として振る舞います。
マウスやラット，ブタなどの動物でもHAC/MACが
全身の細胞で安定に保持され，子孫伝達することも
特徴です。
このHAC/MACを利用し，これまで遺伝子導入が

できなかった長大なサイズの染色体領域，例えばヒ
ト抗体遺伝子全長（3.5 Mb）を導入した完全ヒト抗体
産生マウスやヒト21番染色体を導入したダウン症モ
デルマウス・ラットの開発に成功しています。
研究室配属から半年ほど経ち，基本的な実験操作

がある程度身につき自力で研究が進められるように
なった頃，私の頭を支配していたのが「かくあるべ
き思考」でした。私は，研究者とは粘り強く，そして
早く結果を出さなければならない，と考えていまし
た。確かに間違いではないでしょう。研究には失敗が
つきものですから粘り強さがなければできませんし，
早く結果を出さなければ他の研究グループに負けて
しまいます。この思考により，私は実験に没頭し，深
夜でも構わず居残り続け，研究室を不夜城としてし
まいました。その結果，複数プロジェクトを並行しつ
つも，配属から1年以内に計画通りにマウスを作製す
ることに成功しました。研究は非常に楽しく，毎日
充実していました。しかし，「かくあるべき」思考は
留まることを知りません。こんなのではまだダメだ，
もっと頑張らねば，という思考を持ったまま，修士2

年生での学振提出を控えた私は，夢の中でも現実で
も研究計画書に頭を悩ませていました。計画書すら
書けないのに，自分は研究者には向いていないんじゃ
ないか。自分の理想と現実の狭間で押し潰され，一番
苦しい時期だったかもしれません。「かくあるべき」
思考から脱し，苦しみから解き放たれたのは，明確な
きっかけがあったわけではありませんでした。修士
課程から博士課程にかけて，同期や先輩後輩，所属研
究室のスタッフの方と沢山話すようにしました。ま
た，香月先生は，100以上の共同研究に参画されてお
り，そこから繋がった様々な研究者の方とお話しす
る機会を設けてくださいました。出会った人々と話
す中で，研究者といっても皆一様ではなく様々なバッ
クグラウンドがあり，色んな失敗や成功があること
を知りました。明確な意思を持って進んできた人，流
れに身を任せて進んできた人，ポジティブな人，ネガ
ティブな人。その誰もが持つ性質はグラデーション
であり，そこに正しいも間違いもなかったことに気
付かされました。大事なことは，自分がどう生きてい

きたいか，だと思うようになりました。そうして，私
を支配してきた「かくあるべき」思考からの卒業を果
たしました。沢山の研究者との出会いのきっかけを
与えてくださった香月先生，それからひよっこ研究
者の私にアドバイスをくださった皆様には心から感
謝しています。特にライフプランを考える上で，女性
研究者の方々から頂いたアドバイスは大変参考にな
りました。日本での女性研究者の割合は約18％とそ
う多くはありません（参考：総務省「2023年（令和5年）
科学技術研究調査結果」）。つまり，女性研究者のロー
ルモデルは比較的少ないと言えます。幸運なことに，
染色体医工学の研究室には，特命助教として，5人の
子どものお母さんとして，研究と家庭とを両立させ
ている香月加奈子先生の存在がありました。加奈子
先生もまた，後に続く後輩女性研究者のロールモデ
ルになるべく，子育てと研究の両立で苦労されたと
聞いています。加奈子先生の存在もまた私に研究者
として人生を歩んでいく勇気を与えてくれました。
染色体工学の世界に足を踏み入れ，そして（まだ

始まったばかりですが）ここまで研究者としてのキャ
リアを歩めてきたのは，染色体医工学講座の皆さま
をはじめとした，沢山の方々のサポートのおかげで
す。また，不自由なく研究生活を遂行できたのは両親
の支えと日本学生支援機構からの奨学金支援のおか
げです。心から感謝しています。これから私は，製薬
企業の研究者として，医薬品開発に携わる予定です。
アカデミアからは少し離れてしまいますが，サイエ
ンスの力を活かして社会の役に立てることほど嬉し
いことはありません。中学生の私が今の自分を見た
ら，きっと喜んでくれるはずです。
そして将来的には，私の生き方が研究者のとある1

例としてほんの少しでも誰かの参考になればいいな
と考えながら，筆を置きたいと思います。

染色体医工学講座のメンバー
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実験動物学を凝縮する「コトンラット」に魅せられて
北海道大学　大学院獣医学研究院　実験動物学教室

中村鉄平

はじめに
皆さまはじめまして，2022年7月から北海道大学

大学院獣医学研究院 実験動物学教室に着任いたしま
した中村鉄平（なかむらてっぺい）と申します。生ま
れも育ちも北海道の生粋の道産子で，北海道大学獣
医学部 実験動物学教室を卒業後，一般財団法人日本
食品分析センターにて約20年間勤務して参りました。
また会社勤めをしながら，社会人大学院生として北海
道大学獣医学研究院 解剖学教室で学び博士号を取得
いたしました。研究の魅力に取り憑かれ，その後も客
員研究員として研究を続けていたところ，思いがけず
母校の教員として戻ってくることになりました。
前職の日本食品分析センターは，食品から医薬品

まで幅広い分野の分析試験を行う機関です。私が所
属していた千歳研究所では，医療機器の安全性試験
などを担当し，実験動物や培養細胞を用いた様々な
試験に携わりました。小型げっ歯類の取り扱いから
病理組織学的検査まで，幅広い技術を習得できたの
は貴重な経験でした。しかし，「実験動物学」という
学問の奥深さを本当に理解したのは，現職に就いて
からです。その幅広さと奥深さを日々実感しつつ，こ
れからの研究生活に大いに期待を膨らませていると
ころです。

おらが村「占冠」
会員便りを執筆するにあたり，私の人格形成に大

きな影響を与えた故郷「占冠村（しむかっぷむら）」
をご紹介させていただきます。
占冠村は北海道のほぼ中央に位置しています

（図1）。東京都23区とほぼ同じ面積ですが，その約
94％は山林で占められています。2024年現在の人口
は約1,400人で，広大な自然に囲まれた静かな暮らし
が特徴的な，大きくも小さな村です［1］。四季の変化
が鮮明な占冠村ですが，特に冬の厳しさは特筆すべ
きものがあります。気温が氷点下30℃以下まで下が
ることも珍しくありません。バイオメディカルフリー
ザーの中と言えばイメージしやすいでしょうか。主
要産業は農業と観光業です。寒暖の差が大きい気候
を活かし，甘みの強い野菜が生産されています。観光
面では，スキーリゾートとして有名なトマムスキー
場があり，冬季には国内外から多くの観光客が訪れ
ます。夏季には，ラフティングやカヌーなどのアウト
ドアアクティビティが人気です［2］。
私が卒業した小学校は複式学級で，全校生徒は20

人程度，同級生は私を含めて2人でした。「すれ違う
人は皆知り合い」という環境下で育ったため，札幌に
出てきて初めて自分が人の顔と名前を覚えるのが不

会員便り

図1　占冠村の位置
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得手であることに気付きました。ここでは，冬の厳し
い寒さを活用した占冠の楽しみをいくつかご紹介い
たします。冬の占冠村にお越しいただく機会があれ
ば，ぜひこれらをお楽しみください。
① しばれ酒（みぞれ酒）：過冷却現象を利用して，日
本酒を凍らせたシャーベット状のお酒です。しば
れた（寒い）夜に日本酒を雪の中でゆっくり冷やし
ます。十分に冷えた酒をグラスに注ぐと一気に氷
結し，シャリシャリしつつとろける様な味わいの
日本酒を味わえます。

② ダイヤモンドダスト：氷点下10℃以下で空気中の
水蒸気が氷結し，太陽光を反射してキラキラと輝
く幻想的な現象です。普段から見慣れていたため，
これがダイヤモンドダストと知ったのは占冠村を
離れてからでした。

③ 堅雪（凍み渡り）：春の昼間に解けた雪が夜間の放
射冷却現象で凍り，堅くなった状態です。占冠村で
は3月中旬から下旬にだけ経験できます。早朝に長
靴で雪の上を歩き山の頂上まで登ることができま
す（図2）。ただし，日陰は日中でも雪が溶けにくく
堅雪にならないので深くはまってしまいます。ご
注意ください。

実験動物の特性解析の重要性
突然話は変わりますが，私の研究内容をご紹介さ

せていただきます。実験動物とは，科学研究のために
生産・飼育される動物であり，マウスやラットから
産業用動物や野生動物まで幅広く含まれます。各実
験動物は固有の特性を持っており，これらの特性を
理解し活用することが研究の鍵となります。例えば，
モルモットはビタミンCを合成できない，スナネズ

ミのてんかん様けいれん発作，スンクスのキャラバ
ン行動など，特殊な特性は汎用実験動物で再現でき
ない現象の研究に不可欠です。さらに，既存の実験動
物でも新たな特性が発見され続けています。アフリ
カトゲネズミが皮膚，腎臓，神経系，心脈管系に驚く
べき再生能力を有すること［3］，雌のハダカデバネズ
ミが出生後にも活発に増殖する生殖細胞を持つこと
［4］が報告され，再生医療や不妊研究など，医学の新
たな領域を切り開く可能性を秘めています。このよ
うに，実験動物の特性解析は未解明の疾病メカニズ
ムの解明や新規治療法の開発につながる重要な研究
分野であり，継続的な研究が不可欠です。

全身に病気を併存する実験動物「コトンラット」
私はコトンラット（学名Sigmodon hispidus）という

特殊な実験動物の研究をしています（図3）。ラット
の名がついていますが，キヌゲネズミ科に属しハム
スターと近縁です。コトンラットの実験動物として
の歴史は古く，1930年代にポリオウイルスの感染モ
デル動物として見出され［5］，近年ではRSウイルス
［5］やCOVID-19［6］研究にも活用されています。日
本では，北海道立衛生研究所（HIS/Hiph）と宮崎大学
（HIS/Mz）で近交系コトンラットが維持されていま
す。私たちの研究で，コトンラットが頭（水頭症）か
ら尾（皮膚が脆弱で自切する）に至るまで全身に様々
な病気を持つことがわかりました［7, 8］。コトンラッ
トは個々の疾患の病態解明のみならず，複数の病気
が同時に起こる「併存症」の研究にも活用でき，その
一例をご紹介いたします。
雌のHIS/Hiphは加齢性に尿細管間質病変を主徴と

する慢性腎臓病を呈し，赤血球産生を促進するホル

図2　堅雪になった早朝に裏山の頂上からみた占冠村 図3　コトンラット
かわいい見かけによらず狂暴で，扱う時にはワイ
ヤー付き手袋が必要とされています。
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モンであるエリスロポエチン量が腎臓内で有意に低
下し，腎性貧血に至ります［9］。また，雌のHIS/Hiph

では加齢性に恥骨結合が開離し，子宮頸部が肥厚す
ることも見出しました［10］。興味深いことに，骨盤
結合が開離した個体は高頻度に子宮蓄膿症を発症し，
子宮蓄膿症は慢性腎臓病を増悪させました。骨盤結
合開離と慢性腎臓病は卵巣摘出により抑制され，腎
臓の病変部ではエストロゲン受容体が発現しました。
まとめると，骨盤結合の開離と慢性腎臓病に直接の
因果関係はありませんが，これらを同時に発症する
と，前者は後者の病態を間接的に増悪させ，両者の発
症には性ホルモンが関与することが明らかとなりま
した。
このように，コトンラットは「併存症モデル」とし

て，病気同士の相互作用や，それらをつなぐ要因を解
明するのに役立ちます。ヒトでも，高齢者は複数の病
気を併存することが多いので，コトンラットの研究
がヒトの複雑な病気の理解や新しい治療法の開発に
役立つ可能性があります。

終わりに
実験動物学は，実験に用いる動物を対象とした広

範な学問です。解剖学，生理学，発生学，繁殖学，病
理学，微生物学，遺伝子工学など，多岐にわたる分野
を包含する総合科学といえます。かつて私は，実験動
物の特性解析は流行が過ぎた「オワコン」だと思い
込んでいました。しかし，コトンラットとの出会い
が，この認識を大きく覆してくれました。既存の実験
動物の特性を深く理解し活用することで，ヒトの疾
患をより正確に模倣し，病態解明や新たな治療法開
発につながる可能性があることを，身をもって知る
ことができました。コトンラットは，まさに実験動
物学を凝縮したモデルと言っても過言ではありませ
ん。これからも，コトンラットをはじめとする各種実
験動物の特性を明らかにする研究を通じて，生命科
学や医学の進歩に貢献していきたいと考えています。
皆様からのご指導ご鞭撻を賜りながら，この分野の
さらなる発展に尽力してまいりますので，今後とも
どうぞよろしくお願いいたします。
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日本実験動物学会からのお知らせ

令和 6年度維持会員懇談会の開催について

財務特別委員会委員長 久和　茂
動愛法等対策委員会委員長 塩谷恭子

日頃より（公社）日本実験動物学会へのご理解とご支援を頂きありがとうございます。維持会
員懇談会は動物実験に関する話題を広く情報共有，周知する目的で開催されています。
ところで，動物愛護管理法はおおむね 5年を目途に改正について検討されることになっており，

前回の改正が 2019年であったため，改正の時が迫っていると考えられます。そこで，動物実験
のあり方について，今一度関係者で考えてみたいと思い，下記の講演会を動愛法等対策委員会と
の共催という形で企画いたしました。なお，今回は参加できる方を関係者に限定させていただき
ますので，ご理解賜りますようお願い申し上げます。なお，本年度も現地開催 +ライブ配信のハ
イブリッドにて開催いたします。実験動物，動物実験にかかわる多くの方のご参加をお待ちして
おります。

令和 6年度（公社）日本実験動物学会　維持会員懇談会

日 時： 令和 6年 11月 8日（金）13:00～ 19:30頃
会 場： 東京大学　山上会館　大会議室（ライブ配信を予定）
参 加 費： 講演会：無　料　　意見交換会：6,000円
参加申込： 原則，JALASの会員，維持会員及び本企画の後援団体の方を対象とします。

 必ず，事前にお一人ずつ JALAS維持会員懇談会のホームページより参加申込みを
してください。

Ⅰ 講演会
　　「動物実験の規制 —動物愛護管理法の改正を見据えて—」

開会の辞

特別講演 1
「動物福祉と法 —欧米における動物実験規制—（仮）」
 長崎大学環境科学部　本庄　萌 先生

特別講演 2
「食品安全のリスク評価における動物実験の意義と代替法の可能性」
 一般財団法人化学物質評価研究機構　広瀬明彦 先生

特別講演 3
「動物愛護管理法における動物実験等について（仮）」
 環境省自然保護局動物愛護管理室　　佐藤暢彦 先生

第 72回日本実験動物学会総会の概要
 第 72回総会大会長　 長尾静子 先生

閉会の辞
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Ⅱ 意見交換会

場　所：かどや山上亭（東京大学山上会館地下 1階）
参加費：6,000円
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Experimental Animals
— 和 文 要 約 —

Vol. 73, No. 4 October 2024

原著

TNS2欠損性腎症における糸球体障害の自動スコアリング ...................................370–375

嶋田修士・谷本杏介・佐々木隼人・多賀　匠・佐々木建・今川朋美・佐々木宣哉
北里大学獣医学部獣医学科実験動物学研究室
いくつかの人工知能（AI）システムが臨床現場における糸球体病理学の解析に開発されてい
るが，非臨床分野でのAIシステムの適用は限られている。本研究では，Tensin 2（TNS2）欠損
性腎症の重篤度を7つのカテゴリに分類するために，畳み込みニューラルネットワークモデル
を訓練した。TNS2欠損および野生型マウスの腎切片から得られた803枚の糸球体画像からな
るデータセットを用意し，画像ごとに糸球体障害スコアを手動で評価した。学習済みのAIは，
TNS2欠損性腎症の糸球体障害スコアの予測において約70％の精度を達成した。ただし，真の
ラベルから1つずれた予測までを正解とみなすと，AIは約100％の精度を達成した。AIの予測
した平均スコアは真の平均スコアと近似していた。結論として，AIモデルは完全に人間の判
定に替わることはないかもしれないが，糸球体障害の評価において信頼性のある2番目の評価
者として役割を果たし，評価の精度と客観性を向上させる利点がある。
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室内飼育下カニクイザルの加齢と歯周病重症度の関係 .........................................390–398

曽根崇晴 1)・小牧基浩 2)・山海　直 3)・平嶺浩子 4)・渡辺清子 5)・浜田信城 6)・児玉利朗 7)

1)神奈川歯科大学歯科インプラント学講座顎・口腔インプラント学分野，2)神奈川歯科大学歯周病学
講座，3)国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所霊長類医科学研究センター，4)神奈川歯科大
学総合歯科学講座，5)神奈川歯科大学総合歯学教育学講座，6)神奈川歯科大学口腔微生物学講座， 
7)神奈川歯科大学
室内飼育下カニクイザルを用いて口腔検査を実施した。年齢ごとにyoung（10歳未満），

middle（10～ 19歳），old（20歳以上）に分類し，各年齢群における歯周病の病態を比較した。
検査は，全身麻酔下で実施した。上顎右側第一大臼歯，上顎左側中切歯，上顎左側第一小臼
歯，下顎左側第一大臼歯，下顎右側中切歯，右側第一小臼歯の6歯を対象とし，プラーク指数
（PLI），歯肉指数（GI），プロービングポケット深度（PPD），プロービング時出血（BOP）につい
て検査した。また，PCRにより歯周病の原因菌として知られているPorphyromonas macacae（P. 
macacae）を同定した。各年齢群および各口腔検査項目の指標を多重比較法により解析し，年
齢とPCR検出率との関連についてはχ2検定を行った。さらに，年齢，性別，PCRを説明変数と
し，各口腔検査項目指数を目的変数として重回帰分析を行った。3つの年齢群の中で，old群は
顕著な歯周病の悪化を認めた。PLI，PPD，BOPにおいては，各年齢群と各口腔検査項目指数
の間に統計学的有意差を認めた。また，年齢因子は各口腔検査項目指数と強い相関が示された。
このように，室内飼育下，すなわち同一環境で飼育されたカニクイザルにおいて，加齢と歯周
病の重症度との関連が明らかとなり，加齢に伴う歯周病の進行メカニズムを解明する新たなモ
デル動物になると考えられた。
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ダブルデッキケージはマウント回数と射精潜時を減少させ， 
交尾行動後の雄ラットの体重減少を抑える ...........................................................412–420

房　知輝 1)・福田直樹 1)・尾﨑順子 1)・井上　歩 1)・片平清昭 2)・伊藤恒賢 1)

1)山形大学医学部メディカルサイエンス推進研究所動物実験センター，2)（財）福島医大トランスレー
ショナルリサーチ機構
ラットは科学研究のために家畜化された最初の哺乳類であり，豊富な生理学的データが得ら
れている。特にCRISPR/Cas9技術などの進歩により，ラットは実験動物として今後も重要な役
割を果たすと期待される。環境エンリッチメントは，種特有の行動や心理的幸福を促進するこ
とを目的として実験動物の飼育に用いられている。本研究では，ラットのエンリッチメントと
して2段重ねのプラスチックケージを利用したDouble-decker（DD）ケージを設計し，DDケー
ジでの飼育がラットの交尾行動に及ぼす影響を検討した。その結果，mount frequency，total 
mount counts，ならびに total ejaculation latencyが，DDケージでは通常のsingle-decker（SD）ケー
ジよりも有意に低いことが示された。特に，DDケージでは，交尾行動後の雄ラットの体重減
少がSDケージで観察された体重減少よりも少なかった。交尾行動時の1日あたり摂餌量に有
意差は認められなかったが，交尾行動時の1日あたり摂水量はDDケージで有意に少なかった。
さらに，妊娠率や出産率などの繁殖成績はDDケージで変化しなかった。まとめると，我々の
研究はDDケージでの飼育がラットの交尾中のmount frequencyとejaculation latencyを減少さ
せ，その結果，雄ラットの水消費量と体重減少を減少させることを実証した。したがって，DD
ケージでの飼育はラットにとって有益なエンリッチメントとして役立つ可能性がある。
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常在細菌叢非依存的に，補体C3欠損マウスは 
イミキモド誘導乾癬モデルが増悪化する ...............................................................458–467

村山正承
関西医科大学附属生命医学研究所モデル動物部門
補体は病原体の排除にて中心的な役割を果たす免疫システムである。その一方で，補体活性
化産物は受容体を介して多様な生理機能を発揮することが知られる。補体C3は乾癬患者の皮
膚や血中にて高発現する。乾癬モデルを用いたC3欠損マウスの表現型に関して相反する報告
があり，乾癬における補体活性化因子C3a及び受容体C3aRの役割は議論の余地がある。本研
究では常在細菌叢制御下において，C3欠損マウスを用いた乾癬発症機序の解明を試みた。野
生型マウスに比べC3欠損マウスは乾癬の増悪化が認められたが，野生型マウスとC3欠損マ
ウスを同居させた同居群及び別居群に加え，抗生物質投与下においても類似の表現型が得ら
れた。これらの結果からC3欠損により常在細菌叢非依存的に乾癬が悪化することが明らかと
なった。このときC3欠損マウスでは表皮の過剰な肥厚が認められた。表皮角化細胞の異常増
殖は乾癬の主徴の１つである。表皮角化細胞の増殖におけるC3a/C3aR軸の役割を評価した結
果，C3aタンパク質及びC3aRアゴニストにより表皮角化細胞の増殖が抑制され，この抑制活
性はC3aRアンタゴニストにより阻害された。これらの結果よりC3a/C3aR軸は表皮角化細胞の
増殖を制御することで，常在細菌叢非依存的に乾癬発症を抑制することが明らかとなった。
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アーク・リソース（株） 861-5271 熊本県熊本市西区中原町383-2
（株）IHI物流産業システム 135-8710 東京都江東区豊洲3-1-1 豊洲 IHIビル
（株）アイテクノ 391-0004 長野県茅野市城山10-10
アイパークインスティチュート（株） 251-8555 神奈川県藤沢市村岡東2-26-1
旭化成ファーマ（株） 410-2321 静岡県伊豆の国市三福632-1
味の素（株） 210-8681 神奈川県川崎市川崎区鈴木町1-1
あすか製薬（株） 251-8555 神奈川県藤沢市村岡東2-26-1
  湘南ヘルスイノベーションパークB31F-4110
アステラス製薬（株） 305-8585 茨城県つくば市御幸が丘21
（株）アドスリー 162-0814 東京都新宿区新小川町5-20 サンライズビルⅡ 3F
（株）アニマルケア 160-0022 東京都新宿区新宿5-18-14 新宿北西ビル7F
（株）アニメック 183-0031 東京都府中市西府町3-17-4
EPトレーディング（株） 162-0821 東京都新宿区津久戸町1-8 神楽坂AKビル6階
（株）新日本科学イナリサーチセンター 399-4501 長野県伊那市西箕輪2148-188
インビボサイエンス（株） 210-0821 神奈川県川崎市川崎区殿町3-25-12
エーザイ（株） 300-2635 茨城県つくば市東光台5-1-3
メディフォード（株） 174-0053 東京都板橋区清水町36-1 板橋本町ビル
（株）大塚製薬工場 772-8601 徳島県鳴門市撫養町立岩字芥原115
小野薬品工業（株） 618-8585 大阪府三島郡島本町桜井3-1-1
小原医科産業（株） 165-0022 東京都中野区江古田4-28-16
オリエンタル酵母工業（株） 174-8505 東京都板橋区小豆沢3-6-10
花王（株） 321-3497 栃木県芳賀郡市貝町赤羽2606
科研製薬（株） 426-8646 静岡県藤枝市源助301
鹿島建設（株） 107-8348 東京都港区赤坂6-5-11
北山ラベス（株） 396-0025 長野県伊那市荒井3052-1
キッセイ薬品工業（株） 399-8304 長野県安曇野市穂高柏原4365-1
九動（株） 841-0075 佐賀県鳥栖市立石町惣楽883-1
共立製薬（株） 300-1252 茨城県つくば市高見原2-9-22
協和キリン（株）富士リサーチパーク 411-8731 静岡県駿東郡長泉町下土狩1188
（有）葛生運送 287-0224 千葉県成田市新田280-1
クミアイ化学工業（株） 439-0031 静岡県菊川市加茂3360
（株）クレハ 974-8686 福島県いわき市錦町落合16
グローバル・リンクス・テクノロジー（株） 433-8116 静岡県浜松市中区西丘町943-1
（株）ケー・エー・シー 110-0005 東京都台東区上野1-4-4
  藤井ビル3階（株）ケー・エー・シー東京支社
KMバイオロジクス（株） 869-1298 熊本県菊池市旭志川辺1314-1
興和（株） 189-0022 東京都東村山市野口町2-17-43
三協ラボサービス（株） 132-0023 東京都江戸川区西一之江2-13-16
参天製薬（株） 630-0101 奈良県生駒市高山町8916-16
（株）三和化学研究所 511-0406 三重県いなべ市北勢町塩崎363
（株）ジェー・エー・シー 153-0043 東京都目黒区東山1-2-7 第44興和ビル3階
GemPharmatech Co., Ltd. 12 Xuefu Rd, Jiangbei New Area District, 210031, Nanjing, China
シオノギテクノアドバンスリサーチ（株） 561-0825 大阪府豊中市二葉町3-1-1

維持会員（五十音順）（96社）
（令和6年10月7日現在）
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（公財）実中研 210-0821 神奈川県川崎市川崎区殿町3-25-12
清水建設（株） 104-0031 東京都中央区京橋2-16-1 8階
ジャクソン・ラボラトリー・ジャパン（株） 222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜3-17-6
昭和セラミックス（株） 486-0934 愛知県春日井市長塚町1-1-9
（有）新東洋製作所 334-0073 埼玉県川口市赤井2-13-22
（株）新日本科学安全性研究所 891-1394 鹿児島県鹿児島市宮之浦町2438番地
（株）シーエーシー 103-0015 東京都中央区日本橋箱崎町24番1号
住友化学（株） 554-8558 大阪府大阪市此花区春日出中3-1-98
（株）精研 542-0081 大阪府大阪市中央区南船場2-1-3
清和産業（株） 132-0033 東京都江戸川区東小松川4-57-7
ゼリア新薬工業（株） 360-0111 埼玉県熊谷市押切字沼上2512-1
千寿製薬（株） 650-0047 兵庫県神戸市中央区港島南町6-4-3
ゾエティス・ジャパン（株） 151-0053 東京都渋谷区代々木3-22-7 新宿文化クイントビル14階
第一三共（株） 134-8630 東京都江戸川区北葛西1-16-13
大正製薬（株） 331-9530 埼玉県さいたま市北区吉野町1-403
ダイダン（株） 210-0821 神奈川県川崎市川崎区殿町3-25-22
  ライフイノベーションセンター R407
武田薬品工業（株） 251-8555 神奈川県藤沢市村岡東2-26-1
（株）中外医科学研究所 244-8602 神奈川県横浜市戸塚区戸塚町216
中外製薬（株） 244-8602 神奈川県横浜市戸塚区戸塚町216
  中外サイエンスパーク横浜
千代田エクスワンエンジニアリング（株） 221-0022 神奈川県横浜市神奈川区守屋町3-13
（株）ツムラ 300-1192 茨城県稲敷郡阿見町吉原3586
帝人ファーマ（株） 191-8512 東京都日野市旭が丘4-3-2
（一財）動物繁殖研究所 300-0134 茨城県かすみがうら市深谷1103
東洋熱工業（株） 104-8324 東京都中央区京橋2-5-12 東熱ビル
トーアエイヨー（株） 960-0280 福島県福島市飯坂町湯野字田中1
トキワ科学器械（株） 110-0005 東京都台東区上野5-11-1
Transnetyx 8110 Cordova Rd, Suite 119, Cordova TN, 38016 USA
（株）夏目製作所 113-8551 東京都文京区湯島2-18-6
日本エスエルシー（株） 431-1103 静岡県浜松市西区湖東町3371-8
日本化薬（株） 115-8588 東京都北区志茂3-31-12
日本クレア（株） 153-8533 東京都目黒区東山1-2-7
日本実験動物器材協議会 153-8533 東京都目黒区東山1-2-7 日本クレア（株）内
（公社）日本実験動物協会 101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-5 九段ロイヤルビル502号室
日本実験動物協同組合 101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-10 神田永谷マンション602
日本新薬（株） 601-8550 京都府京都市南区吉祥院西ﾉ庄門口町14
（一財）日本生物科学研究所 198-0024 東京都青梅市新町9-2221-1
日本たばこ産業（株）医薬総合研究所 569-1125 大阪府高槻市紫町1-1
日本たばこ産業（株）たばこ中央研究所 227-8512 神奈川県横浜市青葉区梅が丘6-2
日本農産工業（株） 220-8146 神奈川県横浜市西区みなとみらい2-2-1ランドマークタワー46F
日本農薬（株）総合研究所 586-0094 大阪府河内長野市小山田町345番地
バニーグループ 日本事務所 370-0074 群馬県高崎市下小鳥町290-1
ハムリー（株） 306-0101 茨城県古河市尾崎2638-2
（一財）阪大微生物病研究会 565-0871 大阪府吹田市山田丘3-1 大阪大学内
（株）HERO 581-0802 大阪府八尾市北本町2-10-5-307
フィード・ワン（株） 221-0835 神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町2-23-2



	 会　員　名	 〒	 住　　　所

iii

実験動物ニュース　2024　Vol. 73　No. 4

● 編集後記 ● ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

ようやく猛暑も落ち着き，過ごしやすい気候となりました。この実験動物ニュースが発行されるころには，爽やか
な秋空が広がっているでしょうか。この夏も豪雨による災害が各地で起きました。普通の道が一瞬で池のようになる
雨量を目の当たりにすると，日ごろからの備えがいかに大事かということが分かります。少し落ち着くこの時期に，
改めて備えを確認したいものです。
さて，本号では，「実験動物感染症の現状」として，麻布大学の中村紳一朗先生と大阪公立大学の田中美有先生に「免

疫不全動物の感染症と微生物学的管理」を編集していただきました。本稿は，第71回日本実験動物学会総会での実験
動物感染症対策委員会企画のシンポジウムで，各演者が講演された内容をまとめたもので，免疫不全動物を適切に飼
育管理するための有用な情報が掲載されております。「研究室・施設便り」は，山梨大学総合分析実験センター・資源
開発分野の兼平雅彦先生に寄稿していただきました。施設のご紹介とともに，施設の改修工事とその後の立ち上げの
ご苦労をまとめられております。「維持会員便り」は，メディフォード株式会社の長田智治氏に，「『生きていく』を明
るく，前向きにする」というタイトルで，会社のサービスや事業を紹介していただいております。「会員便り」は，北
海道大学大学院の中村鉄平先生には「占冠村とコトンラット」の魅力について，鳥取大学大学院の岸間菜々美先生に
は「染色体ワールドに飛び込んで」と題し，ご自身の研究について寄稿していただいております。会員のみなさま，ぜ
ひ，ご一読下さい。
広報・情報公開検討委員会では実験動物ニュースに掲載する原稿を広く募集しております。ご自分の研究内容やあ

たらしい研究手法のご紹介など，会員の方々にアピールできる絶好の場となりますので，奮って投稿くださいますよ
う，お願いします。なお，本委員会への連絡，ご投稿の希望等は，日本実験動物学会事務局の方にメールにて，ご連絡
をお願いします。
この実験動物ニュースが発行されれば，次の，またその先と実験動物ニュースの編集が続きますが，ニュースの編

集も災害対策同様に備えが大切です。どうぞ，よろしくお願いします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 【̶広報・情報公開検討委員会】

（公社）日本実験動物学会　会員の入会・退会・変更の申込みについて

会員の入会・変更の申込みは下記の方法で受け付けております。

https://www.jalas.jp/

（公社）日本実験動物学会ホームページより受け付け 
会員情報の変更はホームページの会員ページにログインしてできます。

［入会・退会・変更の申込みについてのお問い合わせ］　Email  office2@jalas.jp

［その他ご不明な点はこちらまで］
 公益社団法人　日本実験動物学会　事務局
 〒113-0033　東京都文京区本郷6-26-12　東京RSビル3F
 TEL  03-3814-8276　FAX  03-3814-3990　Email  office@jalas.jp

（株）ボゾリサーチセンター 412-0039 静岡県御殿場市竃1284
三浦工業（株） 108-0074 東京都港区高輪2-15-35 三浦高輪ビル2F
Meiji Seikaファルマ（株） 104-8002 東京都中央区京橋2-4-16
持田製薬（株） 412-8524 静岡県御殿場市神場字上ノ原722
（株）ヤクルト本社 中央研究所 186-8650 東京都国立市泉5-11
八洲EIテクノロジー（株） 101-0062 東京都千代田区神田駿河台3-4 龍名館本店ビル4階
ライオン（株） 256-0811 神奈川県小田原市田島100
ラビックス（株） 251-0012 神奈川藤沢市村岡東2-26-1
レッテンマイヤージャパン（株） 101-0052 東京都千代田区神田小川町3-26-8
  ユニゾ神田小川町三丁目ビル3F
（株）レナテック 259-1114 神奈川県伊勢原市高森4-19-15

https://www.jalas.jp/
mailto:office2%40jalas.jp?subject=%E5%85%A5%E4%BC%9A%E3%80%81%E9%80%80%E4%BC%9A%E3%80%81%E5%A4%89%E6%9B%B4%E3%81%AE%E7%94%B3%E3%81%97%E8%BE%BC%E3%81%BF%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6
mailto:office%40jalas.jp?subject=


広告掲載一覧

日本クレア株式会社 実験動物等企業広告

北山ラベス株式会社 実験動物等企業広告

日本エスエルシー株式会社 飼料

日本エスエルシー株式会社 実験動物

九動株式会社 実験動物等企業広告

わかもと製薬株式会社 感染症診断キット

株式会社　ケー ･エー ･シー 実験動物総合受託事業

株式会社　夏目製作所 E-22-CC C-Clipper掃除機付きバリカン

株式会社　アニメック げっ歯類のエンリッチメント

ダイダン株式会社 実験動物飼育ラック

ハムリー株式会社 非臨床試験を受諾

リサーチ アンド イノベーション 
ジャパン株式会社

LAB Gluco 
（実験動物のグルコース測定に）
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詞 B6C3「1 /Jcl, B6D2F1 /Jcl, 
MCH(ICR)/Jcl (Multi Cross Hybrid) 

●疾患モデル
免疫不全モデル

冥 BALB/cAJcl-nu
C.B-17/Icr-scid Jcl 
NOD/ShiJic-scid Jcl 
ALY®/Nscjcl-a/y 

寧F344/NJcl-rnu

1型糖尿病モデル
尋 NOD/ShiJcl

2型糖尿病モデル
三 KK/TaJcl, KK -A'/Tajcl 

BKS.Cg-m +/ +Lepr db/Jcl• 
GK/Jcl, SDT/Jcl, SOT fatty/Jcl 

アスコルビン酸合成能欠如モデル

寧 0D5/ShiJcl-od

網膜変性疾患モデル
RCS/jcl-rdy 

関節リウマチモデル
国SKGl)cl
外用保湿剤•外用殺菌消毒薬効果検証モデル
三 NONJcl
ヒトDuchenne型筋ジストロフィーモデル
� C57 BL/10-mdx/Jcl 

●遺伝子改変動物
短期発がん性試験モデル
詞 CBy B6F1-Tg(HRAS)2Jic

乳腺がん高感受性モデル
呻Hras128/Jcl

膵がん短期発がんモデル
� Kras301/Jcl 

生体恒常性維持機構解析モデル
国a-Klotho KO /Jcl 
国klotho/Jcl
アレルギーモデル
冥 ()VA-lg_E/Jcl（卵アレルギー）

TNP -lgE/Jcl（化学物質アレルギー）
●Germ free 

〇E) MCH(ICR)�clJGf]、C57B1/6NJclJGf]
BALB/cAJcl JGf] 

●コモンマーモセット
Jcl:C.Marmoset (Jic）（国内生産）

H屯刃，醗！µJ碍B1jik1-
●（公財）実中研維持系統

●フェレット（輸入販売）
生産地：中華人民共和国／輸入販売代理店
（（株）野村事務所）を遅じて国内販売

F.1{;"》而"n-
一般動物用飼粘／家畜・家禽試験用飼料／放射線
滅函詞料／特殊配合飼料／成分分析
E旧氾·-
飼育ケージ／飼育機・ラック／自動飼育システム／
クリーンエアーシステム／バイオハザー ド対策システム
／空開設備 ・ 排水処理システム／管理•実験機器／
施設計画コンサルティング

江剤，9 t_
微生物学的クリ ーニング／遺伝子改変マウスの作製
／モノクローナル杭体作製／受精卵採取 ・ 凍結処理
／凍結受精卵の供給／系統維持及び生産／各種
処置動物作出／マイクロバイオーム研究のサポート
（無菌動物 ・ ノトバイオ ートマウス作製および

受託試験）／各種受託試験他

lか『1i':,!�
動物輸出入／微生物モニタリング／退伝モニタリング
／各種データ／情報サーピス
I’l:閑'’-
Physiogenex社（仏）：代謝性疾患領域に特化した薬効
薬理試験受託サーピス

※•Thissubsuain i5a tieむt (a n umbeP20byd函nition)岱eneradon5removedf'om the originaung／んでMice strain andぉNOTb�nremf usedw心pedヽgr釦dst心kfron The/acおon La奴泣凶y • 

口日本，，レア株式会社
C:LErョ

www.CLEA-Japan.com 

【動物•飼料のご注文先：AD受注センター TEL.03-5704-7123】
東 京AD部 〒153-8533東京都目黒区東山1-2-7 TEL.03-5704-7050 
大 阪AD部 〒564-0053大阪府吹田市江の木町6-5 TEL.06-4861-7101 
東 京器材部 〒153-8533東京都目黒区東山1-2-7 TEL.03-5704-7600 
大 阪器材部 〒564-0053大阪府吹田市江の木町6-5 TEL.06-4861-7105 

札 幌出張所 〒063-0849北海道札幌市西区八軒九条西10-4-28 TEL.01 lー631-2725
仙 台出張所 〒983-0014宮城棠仙台市宮城野区高砂1-30-24 TEL.022-352-4417 

名古屋出張所 〒465-0093愛知隈名古屋市名乗区 一社3-79 TEL.052-715-7580 

C 
3

私たちは、生命科学発展のサポ ー トを通じて

人々の幸せと社会に貢献してまいります
‘‘ 

圃冨‘'腸津渭i湯温詈剛・
範囲な動物実験関連業務を代行します
非GLP試験と． 0 実験動
変異型ロドプシンTgウ
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の実験動物

★印は受託生産動物、☆印は仕入販売動物です。

マウス
●アウトブレッド 

●インブレッド

●B10コンジェニック

●ハイブリッド

●ヌードマウス（ミュータント系）

●疾患モデル

Slc ： ddY   
Slc ： ICR

DBA/1JmsSlc(コラーゲン薬物誘導関節炎） 
BALB/cCrSlc  
C57BL/6NCrSlc・C57BL/6JmsSlc（J由来） 
C3H/HeSlc
C3H/HeNSlc  
C3H/HeYokSlc
DBA/2CrSlc  
NZW/NSlc  
A/JmsSlc  
AKR/NSlc  
NC/NgaSlc（薬物・アレルギー誘導アトピー性皮膚炎） 
CBA/NSlc  
129×1/SvJmsSlc

C57BL/10SnSlc 
B10.A/SgSnSlc ・B10.BR/SgSnSlc 
B10.D2/nSgSnSlc ・B10.S/SgSlc

B6D2F1/Slc（Slc:BDF1） 
CB6F１/Slc（Slc:CBF1）  
CD２F１/Slc（Slc:CDF1） 
B6C3F1/Slc（Slc:B6C3F1）
（NZWX）BXSB））F1/Slc受注生産
※上記以外の系統については御相談ください。 

BALB/cSlc- nu（Foxn1nu） 
KSN/Slc（Foxn1nu）

BXSB/MpJmsSlc-Yaa （自己免疫疾患） 
C3H/HeJmsSlc-lpr （自己免疫疾患・Faslpr） 
C57BL/6JmSlc-lpr （自己免疫疾患・Faslpr） 
MRL/MpJmsSlc-lpr （自己免疫疾患・Faslpr） 
NZB/NSlc （自己免疫疾患）
NZBWF1/Slc （自己免疫疾患）  

エンヴィーゴ（旧ハーランOEM生物動物）
●アウトブレッドラット
★RccHan® : WIST

★CBA/CaOlaHsd
●インブレッドマウス

●免疫不全モデルマウス
★C.B-17/IcrHsd-Prkdcscid

●ミニブタ
☆（一財）日生研・NPO法人医用ミニブタ研究所）
●マイクロミニピッグ
☆国内繁殖生産（富士マイクラ（株））
●医学用ベビーブタ（SPF）SHIZUOKA EXPIG
☆静岡県畜産技術研究所中小家畜研究センター
●ビーグル犬
☆国内繁殖生産（（一財）動物繁殖研究所）
●フェレット

●コモンマーモセット
　自家繁殖生産（中伊豆支所）

その他（conventional動物）

（株）星野試験動物飼育所
●アウトブレッドマウス　　
Hos ： HR-1（ヘアレス）

●ハイブリッドマウス　　
Hos ： HRM2（メラニン保有）

●アウトブレッドラット
Hos ： OLETF（2型糖尿病）
Hos ： LETO（OLETFの対照動物）
Hos ： ZFDM-Leprfafa（2型糖尿病）

（一財）動物繁殖研究所
●インブレッドマウス　　

IVCS（4日性周期）
C57BLKS/JIar-+Leprdb/+Leprdb（肥満2型糖尿病）
TSOD（肥満2型糖尿病）

●アウトブレッドラット
Iar ： Wistar-Imamichi
Iar ： Long-Evans

ウサギ
●アウトブレッド
Slc ： JW/CSK
Slc ： NZW

●インブレッド
MON/Jms/GbsSlc

スナネズミ

ハムスター
●アウトブレッド

●疾患モデル
Slc ： Syrian

J2N-k （心筋症モデル）
J2N-n （J2N-kのコントロール）

無菌動物

F344/NSlc（GF）
●インブレッドラット

Tsl : C57BL/6NCr
●インブレッドマウス（三協ラボサービス株）

遺伝子改変動物
●マウス
C57BL/6-Tg（CAG-EGFP）（グリーンマウス）
C57BL/6JJmsSlc-Tg（gpt delta） 
●ヌードマウス
C57BL/6-BALB/c-nu/nu -EGFP（EGFP全身発現ヌードマウス）
●ラット
SD-Tg（CAG-EGFP） （グリーンラット） 
F344/NSlc-Tg（gpt delta） 

●疾患モデル
APPOSK-Tg【C57BL/6-Tg（APPOSK）】（オリゴーマ病理・老人斑形成なし）
APPWT-Tg【C57BL/6-Tg（APPWT）】（APPoskの対照動物）
Tau609 Tg【C57BL/6-Tg（tau609）】（タウ病理）
Tau784 Tg【C57BL/6-Tg（tau784）】（タウ病理）
Tau264 Tg【C57BL/6-Tg（tau264）】（Tau609、Tau784の対照動物）

OSK-KI【C57BL/6-Tg（OSK-KI）】（マウスAβを産生）
（特許第6323876号）

ノックインマウス

★
★
★
★
★

★

★
★
★
★
★
★

ラット
●アウトブレッド
Slc ： SD
Slc ： Wistar   
Slc ： Wistar/ST   

モルモット
●アウトブレッド
Slc ： Hartley

★
★
★
★
★

●疾患モデル
SHR/Izm（高血圧）
SHRSP/Izm（脳卒中）  
WKY/Izm（SHR/Izmのコントロール）  
SHRSP/Ezo（AD/HD）
SHRSP/Dmcr（NASHモデル【HFC飼料給餌】）
DIS/EisSｌｃ（食塩感受性高血圧症）  
DIR/EiｓSlc（食塩抵抗性）
Slc ： Zucker-fa/fa （肥満・Leprfa）  
HWY/Slc （ヘアレスラット）

●インブレッド
F344/NSlc
BN/SsNSlc
DA/Slc（薬物誘導性関節炎）
LEW/SsNSlc（薬物誘導性関節炎）

●ヌードラット
Slc : Long-Evans-rnu/rnu

WBB6F1/Kit-KitW/KitW-v/Slc（肥満細胞欠損貧血・KitW/KitW-v）
NC/Nga（皮膚炎）
SAMR1/TaSlc （非胸腺リンパ腫・SAM系対照動物） 
SAMP1/SkuSlc （老化アミロイド症）  
SAMP6/TaSlc （老年性骨粗鬆症）  
SAMP8/TaSlc （学習･記憶障害） 
SAMP10/TaldrSlc （脳萎縮･うつ様行動） 
SAMP10-△Sglt2 （SGT2変異による腎性糖尿・脳萎縮を伴う学習記憶障害・うつ様行動）
AKITA/Slc
C57BL/6HamSlc-ob/ob（肥満・2型糖尿病・Lepob）
HIGA/NscSlc （ⅠgA腎症）
B6.KOR/StmSlc-Apoeshl（アポE欠損高脂血症・Apoeshl）
C.KOR/StmSlc-Apoeshl（アポE欠損高脂血症・Apoeshl）

●高度免疫不全マウス
BRJ（BALB/cRag-2-/-/Jak3-/-）

●ALS モデルラット
Slc ： SD-Tg（SOD1H46R-4）

http://www.jslc.co.jp


九動株式会社
‣動物販売 ‣動物輸送

‣微生物検査（ ）

九州営業所：
筑波営業所：

生命科学研究を支援し
人々の福祉と健康に貢献する

‣体外受精 ‣移植・凍結

‣試薬販売 ‣飼育・管理

‣動物血液検査

2024.4

実中研

https://www.kyudo.co.jp/
https://www.wakamoto-pharm.co.jp/medical/medical-01/


バイオサイエンストータルサポ
ート

を通じて健康社会に貢献

研
究
用
試
薬
提供

受
託
試
験

動物実
験総合支援

バイオサイエンス
トータルサポート企業として
生命科学の発展に
大きく貢献する
株式会社ケー・エー・シー

動物実験総合支援事業・
受託試験事業・研究用
試薬提供事業の
3つの柱で製薬会社や
大学等研究機関の
ニーズにお応えしています。

京都市中京区西ノ京西月光町40番地 URL：https://www.kacnet.co.jp/

http://www.kacnet.co.jp/
https://www.nazme.co.jp


セラボヘルスケアサービスは　　　　　　　　　　　　　　のグループ会社です。

再生医療のための環境づくりに信頼と実績を

https://www.cellabhs.co.jp/

気管内にウイルスや薬液を噴霧するときに、
使用するスプレーです。

https://www.daidan.co.jp/

http://animec-tokyo.sakura.ne.jp
http://www.daidan.co.jp/


広告サイズ：175×130ｍｍ

再生医療等製品を用いた
非臨床試験を受託しております

ハムリー株式会社
https://www.hamri.co.jpTEL: 0280-76-4477

お問い合わせ

「薬効試験」 「安全性試験」
「生体内分布試験」 「排出試験」 など

取り扱い経験のある
遺伝子組換えウイルス（一例）

マウス
ラット
ハムスター
モルモット

AAV
アデノウイルス
センダイウイルス

などヘルペスウイルス  

イヌ
サル
フェレット
ウサギ など

対応動物種

再生医療等製品
GLP施設

BLS3までの
微生物対応可

信頼性基準
試験も受託可

カルタヘナ法
大臣確認

試験も対応可

http://www.hamri.co.jp/
http://www.r-i-j.com



